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平成２１年度２月補正予算（案）の概要 

 

平成２２年２月１０日 

総務部財政課（223-2076） 

 

○ ２月補正予算では、事業費の確定などに伴う減額を計上する一方、国の２次補正予算

に対応し、雇用対策、子育て支援のための事業を計上しています。 

○ 一般会計の補正予算規模は２９９億３４百万円の減額で、補正後の最終予算額は、 

１兆６，０１９億７７百万円（前年度比５．７％増）となりました。 

○ ２月補正段階の収支差額１６億円については、財政調整基金に積み立て、２２年度の

財源として活用する予定です。 

 

 Ⅰ 一般会計 

 

１．予算規模 

 現計予算額   １兆６,３１９億１１百万円 

 ２月補正額      ▲２９９億３４百万円 

   計     １兆６，０１９億７７百万円（前年度最終比 ５．７％増） 

 

２．歳 入 （主なもの） 

○県   税          ▲578億 1百万円（7,165億 8百万円→6,587億 7百万円） 

 景気の低迷に伴い、法人関係税や地方消費税などを中心に大幅な減額となりました。 

○地方譲与税          ▲73億50百万円（  376億87百万円→  303億37百万円） 

 地方法人特別譲与税について、全国的な法人関係税の税収減に伴い減額となっています。 

○地方交付税           54億17百万円（1,523億19百万円→1,577億36百万円） 

 ９月補正段階で計上を留保していたものを、今回の補正予算で計上しています。 

○国庫支出金            69億48百万円（2,428億18百万円→2,497億66百万円） 

 基金造成や、地域活性化のための交付金などが増額となっています。 

○県   債           263億65百万円（2,293億68百万円→2,557億33百万円） 

 県税収入の減を補てんするための減収補てん債などを増額計上しています。 
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３．歳 出 （主なもの） 

《増の主なもの》 

○地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業 45億33百万円 

 国の２次補正により創設される新たな交付金を活用し、地域活性化のためのきめ細かなインフ

ラ整備を行います。 

 （主なもの） 

  県立学校施設整備事業       13億73百万円 

  舗装道路修繕事業          9億円 

  警察施設整備事業          4億26百万円 

  交通安全施設整備事業        3億 2百万円 

  橋りょう修繕事業          2億30百万円 

○社会保障費              19億44百万円 

 対象者数の増加や、介護報酬の増額改定などに伴い必要となる経費を増額計上します。 

 （主なもの） 

  障害者自立支援法関係事業         12億44百万円 

  介護給付費県負担金            11億円   など 

○新型インフルエンザ患者入院医療機関設備整備事業 75百万円 

 新型インフルエンザ発生時に入院患者の受け入れを行う医療機関において、必要な医療資機材

を整備します。 

○緊急雇用創出事業等臨時特例基金造成事業   67億円 

 離職者の生活・就労支援や、介護・医療等の重点分野での雇用創出を図るため、基金へ積み増

しを行います。 

○安心こども基金造成事業         15億76百万円 

 国からの交付金を活用し、保育所の設置促進など子育て支援のための「安心こども基金」への

積み増しを行います。 

○障害者自立支援対策及び福祉・介護人材確保対策臨時特例基金造成事業 

                    10億21百万円 

 国からの交付金を活用し、福祉・介護人材の確保を図るための基金への積み増しを行います。 

○財政調整基金積立金          16億15百万円 

 ２月補正段階の収支差額（22年度に実施するアクアライン料金引下げ社会実験 15億円を含

む）については財政調整基金に積み立て、22年度の財源として活用します。 
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《減の主なもの》 

○人件費              ▲103億62百万円 

 人事委員会勧告に基づく職員給与の改定に伴い、減額となっています。 

○税関係交付金・還付金       ▲108億77百万円 

 県税収入の減に伴い、市町村等への交付金も減額となっています。 

○投資的経費            ▲146億16百万円 

 事業費の確定などに伴い、減額となっています。 

（主なもの） 

 直轄事業負担金            ▲66億29百万円 

 災害復旧事業             ▲27億89百万円 

 街路整備事業             ▲14億 1百万円 など 

○公債費              ▲17億95百万円 

 発行利率の確定等に伴い、減額となっています。 

 

 

 Ⅱ 特別会計   （２４会計中２２会計を補正） 

 

 現計予算額   １兆３，１４７億４３百万円 

 ２月補正額    ▲１，００９億１２百万円 

   計     １兆２，１３８億３１百万円（前年度最終比 ２．５％増） 

《主なもの》 

・財政調整基金          16億15百万円   （皆増） 

・地方消費税清算        ▲622億14百万円（3,311億31百万円→2,689億17百万円） 

・自動車税証紙         ▲40億45百万円（  178億83百万円→  138億38百万円） 

・土地造成整備事業       ▲156億56百万円（  524億93百万円→  368億37百万円） 
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（参考１）県債残高（一般会計） 

 平成２１年度末県債残高見込み（満期一括償還分の積立金を除く実質残高） 

  ２兆５，００７億円（県民一人当たり ４０万８千円） 

 

 

（参考２）他会計からの借入の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：百万円)

会計名
２１年度末
借入残高
　　　①

２０年度末
借入残高
　　　②

増減
　①－②

土地造成整備事業会計 18,250 21,000 ▲2,750

計 18,250 21,000 ▲2,750


